
 1

別 紙 ３ 

平成２２年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 
 １．研究領域番号  領域番号 A1 大規模計算機シミュレーション 
 
 ２．研 究 課 題 名  大規模数値計算を用いた多重反射環境内における植込み型医療機器電磁干渉評価技術の検討 
 
 ３．研 究 期 間   平成２２年１０月１日 ～ 平成２３年３月３１日 
 
 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 
日景 隆 
 

北海道大学・大学院情報科学研究科 助 教  

 
 ５．研究分担者 

  氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 
岡村 涼平 
 

北海道大学・大学院情報科学研究科 大学院学生  

Ally Y. Simba 
 

独立行政法人 情報通信研究機構 研究員  

大宮 学 
 

北海道大学・情報基盤センター 教 授  

 
 

   

 
 

   

 
  
６．共同研究の成果 
    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 
記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  
発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

 
 電車車両内での無線 LAN サービスや国際線航空機内での携帯電話サービスの開始など，金属製の

壁面に囲まれた空間での無線通信の利用が拡大している．そのような環境では，無線機器からの電

波が様々な方向に伝搬・反射を繰り返し，自由空間とは異なる多重反射波が存在するため，人体防

護や EMC（Electromagnetic Compatibility）の観点から詳細な検討が必要とされている．特に，植

込み型医療機器への EMI (Electromagnetic Interference) 評価は重要な課題である． 

 研究代表者らはこれまで，人体を含むエレベータをモデル化(図 1)し，携帯電話電波を対象とし

て内部の電界強度分布に基づく生体防護指針の妥当性検証および植込み型心臓ペースメーカ等に対

する電磁干渉評価手法の検討を行っている．本研究では，性別および年齢の異なる 4 種類の解剖学

的数値人体(図2)を用い，携帯電話利用時の電界強度分布について時間領域差分(Finite-Difference 

Time-Domain：FDTD)法により推定し,エレベータ内におけるペースメーカ EMI 評価を行った．大型

計算機を利用することで，人体内部における波長短縮を考慮した高分解能かつ高精度な解析を実現

した． 
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（研究成果のつづき） 
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 図 1．エレベータ内ペースメーカ EMI 評価モデル   図 2．解剖学的数値人体モデル 
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図 3．ペースメーカ EMI 評価結果例： 

携帯電話使用者 5 名の場合の規格化電界強度最大値（800 MHz） 
 

 ペースメーカの植込み位置は一般的に鎖骨付近であるが，小児においては腹部付近に植込まれる

場合がある．そこで，解剖学的数値人体のペースメーカ植込み領域の電界強度を数値計算により算

出し，それら電界強度をペースメーカに影響を与える可能性のある基準値と比較することで EMI 特

性を評価する．基準値は，総務省により行われたペースメーカ実機を用いた試験結果に基づく． 

 各数値人体モデルがエレベータ内に存在する場合の800～2000MHz帯におけるペースメーカEMIの

評価を，携帯電話使用者数，エレベータ内での人体の配置等の条件を変更し実施した．例として，

図 3 に携帯電話使用者が 5 名の場合の評価領域(ペースメーカ植込み位置)の相対電界強度の最大

値を示している．使用者の位置およびモデルの種類によりばらつきは生じるが，電界強度の最大値

はすべて基準値を下回っていることが確認できる． 

 今後，閉空間条件や人体の条件（例えば姿勢等）が変化した場合の評価を継続し，これらが植込

み型医療機器 EMI 評価結果のばらつきに与える影響を推定する予定である．本研究の推定法は，様々

な閉空間内 EMI 問題に対して応用可能であり，新たな無線機器の安全指針等を開発する際の理論的

根拠への貢献が期待できる． 
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